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令和元年中泊町議会決算特別委員会

令和 元年 ９月１１日（水曜日）

〇議事日程 第１号

１ 臨時委員長の紹介

２ 委員長の選挙

３ 副委員長の選挙

４ 会議録署名委員の指名

５ 会期の決定

６ 監査結果の報告

７ 議案第３３号 平成３０年度中泊町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算の認定について

８ 議案第３４号 平成３０年度中泊町介護保険事業特別会計歳入歳

出決算の認定について

９ 議案第３５号 平成３０年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算の認定について

１０ 議案第３６号 平成３０年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算の認定について

１１ 議案第３７号 平成３０年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について

１２ 議案第３８号 平成３０年度中泊町水道事業特別会計利益の処分

及び決算の認定について

〇出席委員（１３名）

１番 田 中 洋 君 ２番 今 博 子 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 川 山 光 則 君

９番 青 山 雅 晴 君 １０番 沖 崎 勲 君

１１番 野 上 憲 幸 君 １２番 野 上 祐 一 君

１３番 長 利 司 君
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〇欠席委員（なし）

〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 米 塚 鈴 子 君

代 表 監 査 委 員 西 昭 文 君葛

総 務 課 長 成 田 勝 輝 君

財 政 課 長 毛 内 康 裕 君

総 合 戦 略 課 長 西 成 芳 君葛

税 務 課 長 太 田 光 平 君

町 民 課 長 山 中 哲 哉 君

福 祉 課 長 木 元 剛 君

環 境 整 備 課 長 古 川 幹 人 君

農 政 課 長 竹 谷 覚 君

水 産 商 工 観 光 越 野 進 一 君課 長

小 泊 支 所 長 加 藤 孝 典 君

総 務 学 務 課 長 藤 田 康 久 君

社 会 教 育 課 長 谷 伊久弥 君

会 計 課 長 下 山 貴 子 君

上 下 水 道 課 長 阿 部 明 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 加 藤 成 子 君

事 務 局 次 長 古 川 優 君

総務課課長補佐 田 中 綾 人 君

総 務 課
木 村 将 師 君行 政 情 報 係

総 務 課
佐 藤 伸之介 君行 政 情 報 係

総 務 課 澤 田 顕 完 君
消 防 防 災 係
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開会 午前１０時００分

◎臨時委員長の紹介

〇議会事務局長（加藤成子君） おはようございます。決算特別委員会の開会

に当たり、事務局から臨時委員長のご紹介をいたします。

きょうは、去る９月６日の本会議において決算特別委員会が設置さ

れてから初めての委員会となります。委員長が互選されるまでの間、

委員会条例第１０条第２項の規定によって、出席委員の中で年長の委

員が臨時に委員長の職務を行うことになっております。

出席委員の中で野上祐一委員が年長の委員でありますので、野上祐

一委員に臨時委員長をお願いします。

野上委員、よろしくお願いします。

〇野上（祐）臨時委員長 おはようございます。ただいまご紹介をいただきま

した野上です。委員会条例第１０条第２項の規定によって、臨時に委

員長の職務を行います。どうぞよろしくお願いいたします。

◎開会の宣告

〇野上（祐）臨時委員長 ただいまの出席委員数は１３人です。定足数に達し

ていますので、これから決算特別委員会を開会します。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。

◎委員長選挙

〇野上（祐）臨時委員長 日程第２、委員長の選挙を行います。

お諮りします。委員長の選挙は指名推選の方法によって行いたいと

思います。ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）臨時委員長 ご異議なしと認めます。

よって、委員長の選挙は指名推選の方法によって行うことに決定い

たしました。

お諮りします。指名の方法については、青山雅晴委員に指名してい

ただきたいと思います。ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）臨時委員長 異議なしと認めます。
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、 。したがって 青山雅晴委員に指名していただくことに決定しました

青山雅晴委員から指名をお願いいたします。

〇青山委員 私から委員長の推薦をさせていただきます。

野上祐一委員はこれまでさまざまな要職を歴任され、その経歴、手

腕からも委員長に適任と思われますので、推薦いたします。

〇野上（祐）臨時委員長 お諮りいたします。

ただいま青山雅晴委員が指名いたしました野上祐一委員を委員長の

当選人と定めることにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）臨時委員長 異議なしと認めます。

したがって、野上祐一委員が委員長に当選されました。

本来であれば会議規則第３３条第２項の規定による告知をするとこ

ろでありますが、私が当選人でありますので、当選承諾のご挨拶を申

し上げて告知としたいと思います。

（決算特別委員長 野上祐一君登壇）

〇野上（祐）委員長 ただいま皆様方のご推挙により、委員長の重責を仰せつ

かりました野上です。限られた日程ではございますが、委員各位の適

正かつ慎重なる議論をお願い申し上げて、委員長就任の挨拶とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

◎副委員長の選挙

〇野上（祐）委員長 日程第３、副委員長の選挙を行います。

お諮りします。副委員長の選挙は指名推選の方法によって行いたい

と思います。ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 異議なしと認めます。

よって、副委員長の選挙は指名推選の方法によって行うことに決定

いたしました。

お諮りします。指名の方法については、私が指名することにしたい

と思います。ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 ご異議なしと認めます。

したがって、私が指名することに決定いたしました。
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決算特別委員会副委員長に成田直人委員を指名いたします。

ただいまの指名についてご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 異議なしと認めます。

したがって、成田直人委員が副委員長に当選されました。

当選の告知をいたします。

ただいま副委員長に当選されました成田直人委員に承諾及び挨拶を

お願いいたします。登壇をお願いします。

（決算特別副委員長 成田直人君登壇）

〇成田副委員長 ただいま皆様方のご推挙によりまして、副委員長に選ばれま

した成田です。委員各位のご厚意に対しまして、厚く御礼申し上げま

す。

、 、平成３０年度中泊町の決算審査に当たり 野上委員長をサポートし

スムーズな審査に努めたいと思いますので、委員各位のご協力をお願

い申し上げまして、副委員長就任の挨拶とさせていただきます。よろ

しくお願いします。

◎会議録署名委員の指名

〇野上（祐）委員長 日程第４、会議録署名委員の指名を行います。

、 、 、 、決算特別委員会の会議録署名委員は １０番 沖崎勲委員 １１番

野上憲幸委員を指名します。

◎会期の決定

〇野上（祐）委員長 日程第５、会期の決定の件を議題にします。

お諮りします。決算特別委員会の会期は本日と明日１２日の２日間

にしたいと思います。ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 ご異議なしと認めます。

したがって、決算特別委員会の会期は本日と明日１２日の２日間に

決定しました。

◎監査結果の報告

〇野上（祐）委員長 議案の審査に入る前に、代表監査委員に監査結果の報告
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を求めます。

葛西代表監査委員、お願いします。

〇代表監査委員（ 西昭文君） おはようございます。町長より審査に付され葛

ました平成３０年度中泊町一般会計及び各特別会計並びに公益企業会

計の水道事業の決算について、その審査の結果の概要をご報告申し上

げます。

審査に付されました各会計の決算等は、法令及び会計の原則に従っ

て作成され、また決算諸表の計数はそれぞれの関係書類と符合してお

り、予算執行についても議決予算に従って執行されており、適正であ

ると認められました。

なお、詳細につきましては各会計ごとの意見書のとおりでございま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。

〇野上（祐）委員長 監査結果の報告が終わりました。

ただいまの報告に対して質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑なしと認め、監査報告に対する質疑を終わります。

◎議案第３３号の上程、説明、質疑

〇野上（祐）委員長 これより議事に入ります。

本日は、決算特別委員会に付託されました議案第３３号から議案第

３８号までの平成３０年度各特別会計歳入歳出決算及び利益の処分及

び決算の審査を行います。

お諮りします。各議案の審査は歳入と歳出を一括して行いたいと思

います。ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 ご異議なしと認めます。

したがって、各議案の審査は歳入と歳出を一括して行うことに決定

しました。

なお、ご質問の際は決算書のページを示してお願いします。

日程第７、議案第３３号 平成３０年度中泊町国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

山中町民課長。
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〇町民課長（山中哲哉君） おはようございます。議案第３３号 平成３０年

度中泊町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についてご説明い

たします。

初めに、事業勘定からご説明いたします。３０２ページ及び３０３

ページを御覧願います。歳入の収入済額合計は、調定額２０億２，９

１５万２，７９８円に対し１８億６，１４９万６，０７４円となり、

前年度決算額と比較しますと、国民健康保険の財政運営が町から県に

移行されたことが主な要因により５億５，４６８万７，９９０円、率

にして２２．９６％の減となり、不納欠損額が１，２３０万３，９１

、 ， ， 。２円 収入未済額は１億５ ５３５万２ ８１２円となっております

３０６ページ及び３０７ページを御覧願います。歳出の支出済額合

計は１７億１，５８３万６００円となり、前年度決算額と比較します

と、歳入と同様、国民健康保険の財政運営が町から県に移行されたこ

とが主な要因により５億９，１８８万７，０８１円、率にして２５．

５９％の減となっております。その結果、歳入歳出差し引き残額は１

億４，５６６万５，４７４円となり、その全額を平成３１年度へ繰り

越すものであります。

次に、歳入歳出決算の概要について、歳入歳出決算事項別明細書に

より歳出からご説明いたします。３２２ページ及び３２３ページを御

。 ， ， 、覧願います 第１款総務費は支出済額が２ ２１１万７ ８７８円で

不用額が３６８万８，１２２円となっております。第１項総務管理費

は支出済額が１，８４４万８，５６５円。３２４ページ及び３２５ペ

ージを御覧願います。第２項徴税費は支出済額が３５６万４，８４２

円、第３項運営協議会費は支出済額が１０万４，４７１円となってお

ります。

第２款保険給付費は支出済額が１１億７４万４，３０８円で、不用

額が１億１，５７５万１，６９２円となっております。第１項療養諸

費は支出済額が９億５，０２３万３，４０５円。３２６ページ及び３

２７ページを御覧願います。第２項高額療養費は支出済額が１億４，

， 、 。５９８万６ ９０３円 第３項移送費は支出済額がありませんでした

３２８ページ及び３２９ページを御覧願います。第４項出産育児諸費

は支出済額が２９２万４，０００円で、第５項葬祭費は支出済額が１

６０万で、１件５万円を３２件分支出しております。
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， ，第３款国民健康保険事業費納付金は支出済額が４億２ ７４１万９

９６３円で、不用額が８，４９８万６，０３７円となっております。

第１項医療給付費分は支出済額が２億８，９１９万４，２５６円、第

２項後期高齢者支援金等分は支出済額が９，４５１万９，６９５円、

第３項介護納付金分は支出済額が４，３７０万６，０１２円となって

おります。

第４款共同事業拠出金は支出済額が１０５円で、不用額が８９５円

となっております。

３３０ページ及び３３１ページを御覧願います。第５款財政安定化

基金拠出金は、支出済額はありませんでした。

第６款保健事業費は支出済額が１，３３４万９，７２６円で、不用

額は５４７万５，２７４円となっております。第１項保健事業費は支

出済額が５００万４，２６７円、第２項特定健康診査等事業費は支出

済額が８３４万５，４５９円となっております。

３３２ページ及び３３３ページを御覧願います。第７款基金積立金

は支出済額が１億１，０１６万１，２３４円で、不用額が４，７６６

円となっております。

第８款公債費は、支出済額はありませんでした。

第９款諸支出金は支出済額が４，２０３万７，３８６円で、不用額

が１０６万９，６１４円となっております。第１項償還金及び還付加

算金は支出済額が２，７３５万９，３８６円。３３４ページ及び３３

。 ， ，５ページを御覧願います 第２項繰出金は支出済額が１ ４６７万８

０００円となっております。

第１０款予備費は、支出済額はありませんでした。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入についてご説明いたします。恐れ入りますが、３１４ペ

ージ及び３１５ページにお戻り願います。第１款国民健康保険税は、

調定額５億９，５６６万９２２円に対し収入済額は４億２，８００万

４，１９８円となり、収納率は前年度比５．１７％増の７１．８５％

となっております。また、不納欠損額は１，２３０万３，９１２円、

収入未済額は１億５，５３５万２，８１２円となっております。

第２款使用料及び手数料は、調定額、収入済額が同額の２９万４，

１００円となっております。
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３１６ページ及び３１７ページを御覧願います。第３款国庫支出金

は、収入済額はありませんでした。

第４款県支出金は、調定額、収入済額が同額の１１億６，４１０万

３，３９０円となっております。第１項県補助金は、調定額、収入済

額が同額の１１億６，４１０万３，３９０円、第２項財政安定化基金

交付金は、収入済額はありませんでした。

第５款財産収入は、調定額、収入済額が同額の１，２３４円となっ

ております。

第６款繰入金は、調定額、収入済額が同額の１億５，０９７万２，

２４４円となっております。第１項一般会計繰入金は、調定額、収入

済額が同額の１億５，０９７万２，２４４円。３１８ページ及び３１

９ページを御覧願います。第２項財政調整基金繰入金は、収入済額は

ありませんでした。

第７款繰越金は、調定額、収入済額が同額の１億１，０１６万６，

３８３円で、前年度からの繰越金であります。

第８款諸収入は、調定額、収入済額が同額の７９５万４，５２５円

となっております。第１項延滞金加算金及び過料は、調定額、収入済

額が同額の４０４万７，５１８円、第２項受託事業収入は、収入済額

はありませんでした。第３項雑入は、調定額、収入済額が同額の３９

０万７，００７円となっております。

以上で事業勘定の歳入歳出決算の説明を終わります。

引き続き、診療施設勘定についてご説明いたします。恐れ入ります

が、３０８ページ及び３０９ページにお戻り願います。歳入の収入済

額合計は、調定額と同額の１億４，３９７万５，５８２円となり、前

年度決算額と比較しますと９８７万９，５７９円、率にして６．４２

％の減となっております。

３１０ページ及び３１１ページを御覧願います。歳出の支出済額合

計は１億４，３９７万４，６２３円となり、予算現額に対し４４６万

５，３７７円が不用額となっております。前年度決算額と比較します

， 、 ． 。と９８７万９ ５９１円 率にして６ ４２％の減となっております

その結果、歳入歳出差し引き残額は９５９円となり、その全額を平成

３１年度に繰り越すものであります。

次に、歳入歳出決算の概要について、歳入歳出決算事項別明細書に
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より歳出からご説明いたします。３４６ページ及び３４７ページを御

。 ， 、覧願います 第１款総務費は支出済額が１億５０６万４ ３４８円で

不用額が１４０万８，６５２円となっております。第１項医療施設管

理費は支出済額が８，１６１万４，６４３円。３５０ページ及び３５

１ページを御覧願います。第２項歯科施設管理費は支出済額が２，３

４４万９，７０５円となっております。

３５２ページ及び３５３ページを御覧願います。第２款医業費は支

出済額が１，６５５万３，９８３円で、不用額が２３２万１，０１７

円となっております。第１項医科用医業費は支出済額が１，２２５万

７９７円、第２項歯科用医業費は支出済額が４３０万３，１８６円と

なっております。

３５４ページ及び３５５ページを御覧願います。第３款公債費は支

出済額が２，２３５万６，２９２円で、不用額が３万５，７０８円と

なっております。

第５款予備費は、支出済額がありませんでした。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入についてご説明いたします。恐れ入りますが、３４０ペ

。 、 、ージ及び３４１ページにお戻り願います 第１款診療収入は 調定額

収入済額が同額の７，６１１万６，１２２円となっております。第１

項医科外来収入は、調定額、収入済額が同額の５，９４８万６，３５

３円、第２項歯科外来収入は、調定額、収入済額が同額の１，４９１

万８，８１１円となっております。

第２款使用料及び手数料は、調定額、収入済額が同額の１０万８，

２７０円となっております。第１項手数料は、調定額、収入済額が同

額の７万４，１１２円。３４２ページ及び３４３ページを御覧くださ

い。第２項使用料は、調定額、収入済額が同額の３万４，１５８円と

なっております。

第３款繰入金は、調定額、収入済額同額の５，７６７万１，０００

円となっております。

第４款諸収入は、調定額、収入済額が同額の１，００７万９，２１

９円となっております。第１項雑入は、調定額、収入額が同額の９５

９万８，８００円、第２項受託事業収入は、調定額、収入額が同額の

４８万４１９円となっております。
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第５款繰越金は、調定額、収入済額が同額の９７１円となっており

ます。

以上で議案第３３号 平成３０年度中泊町国民健康保険特別会計歳

入歳出の決算の認定について説明いたしました。よろしくお願いいた

します。

〇野上（祐）委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質

疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第３３

号 平成３０年度中泊町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついての質疑を終わります。

◎議案第３４号の上程、説明、質疑

〇野上（祐）委員長 日程第８、議案第３４号 平成３０年度中泊町介護保険

事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

木元課長。

〇福祉課長（木元 剛君） おはようございます。議案第３４号 平成３０年

度中泊町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定についてご説明申

し上げます。

歳入歳出決算書の３７０ページ及び３７１ページを御覧ください。

歳入決算額では調定額１７億３，０２３万３，５１４円、収入済額１

７億２，３５９万８，４７１円、不納欠損額１９０万５，１４４円、

収入未済額４７２万９，８９９円、予算現額と収入済額との比較はマ

イナス９５万５，５２９円となりました。

次の３７２ページ及び３７３ページを御覧ください。歳出決算額で

は、支出済額１７億３１８万５，７６３円、不用額及び予算現額と支

出済額との比較は同額の２，１３６万８，２３７円となりました。歳

入歳出差し引き残額は２，０４１万２，７０８円となり、その全額を

平成３１年度へ繰り越すものでございます。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

りご説明申し上げます。最初に、歳出からご説明いたします。３８４

ページ及び３８５ページを御覧ください。第１款総務費では支出済額
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が８，３９０万１，２６７円、不用額は３６万７３３円となっており

ます。第１項総務管理費では支出済額が７，２２７万２，６５０円と

なっております。３８６ページ及び３８７ページを御覧ください。第

２項徴収費では支出済額が１４７万３，７６８円となっております。

第３項介護認定審査会費では支出済額が１，０１５万４，８４９円と

なっております。

第２款保険給付費では支出済額が１４億９，９３３万１９３円、不

用額は１，８６０万７，８０７円となっております。第１項介護サー

ビス等諸費では支出済額が１３億４，２０７万１，４１７円。３８８

ページ及び３８９ページを御覧願います。第２項介護予防サービス等

諸費では支出済額が１，９２８万１，８７３円、第３項高額介護サー

ビス等費では支出済額が４，９５４万５，９１４円、第４項その他諸

費では支出済額が１０２万８，００９円、第５項特定入所者介護サー

， ， 。ビス等費では支出済額が８ ７４０万２ ９８０円となっております

３９０ページ及び３９１ページを御覧ください。第３款地域支援事

業費の支出済額は９，３０６万６，１３６円、不用額は１３９万８，

８６４円となっております。第１項介護予防生活支援サービス事業費

では支出済額が４，８７６万７，４１６円、第２項一般介護予防事業

費では支出済額が１２９万１，４６４円。３９２ページ及び３９３ペ

ージを御覧ください。第３項包括的支援事業・任意事業費では支出済

額が４，２７６万１，０９９円。３９６ページ及び３９７ページを御

覧ください。第４項その他諸費では支出済額が２４万６，１５７円と

なっております。

第４款基金積立金では支出済額が３７８万５，０００円となってお

り、不用額はありませんでした。

第５款公債費では支出がありませんでした。

第６款諸支出金では支出済額が２，３１０万３，１６７円、不用額

が３２万７，８３３円となっております。

３９８ページ及び３９９ページを御覧ください。第７款予備費では

支出がありませんでした。

次に、歳入についてご説明いたします。３７６ページ及び３７７ペ

ージを御覧ください。第１款保険料では、調定額３億４５２万３，６

１６円に対し収入済額が２億９，７８８万８，５７３円となり、不納
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， 、 ， 、欠損額が１９０万５ １４４円 収入未済額は４７２万９ ８９９円

収納率は９７．８２％となっております。

第２款使用料及び手数料では、調定額、収入済額ともに２万９，４

００円となっております。

第３款国庫支出金では、調定額、収入済額ともに４億６，４５９万

７，２０１円となっております。第１項国庫負担金では、調定額、収

， ， 、 、入済額ともに２億８ ３２９万３ ５８９円 第２項国庫補助金では

調定額、収入済額ともに１億８，１３０万３，６１２円となっており

ます。

３７８ページ及び３７９ページを御覧ください。第４款支払基金交

付金では、調定額、収入済額ともに４億１，３９３万３，０００円と

なっております。

第５款県支出金では、調定額、収入済額ともに２億７，２１３万８

２１円となっております。第１項県負担金では、調定額、収入済額と

もに２億１，９２１万９，３２６円。第２項県補助金では、調定額、

収入済額ともに５，２９１万１，４９５円となっております。

第６款財産収入では、調定額、収入済額ともに１，００９円となっ

ております。

。 、３８０ページ及び３８１ページを御覧ください 第７款繰入金では

調定額、収入済額ともに２億５，２９５万９，９５８円、第１項一般

会計繰入金では、調定額、収入済額ともに２億５，２９５万９，９５

８円、第２項基金繰入金では歳入がありませんでした。

第８款諸収入では、調定額、収入済額ともに５７万７，１７５円、

、 、 、 ，第１項延滞金 加算金及び過料では 調定額 収入済額ともに１万４

０００円、第２項雑入では、調定額、収入済額ともに５６万３，１７

５円となっております。

。 、３８２ページ及び３８３ページを御覧ください 第９款繰越金では

、 ， ， 。調定額 収入済額ともに２ １４８万１ ３３４円となっております

以上、平成３０度中泊町介護保険事業特別会計の歳入歳出決算の認

定についてご説明申し上げました。何とぞよろしくお願い申し上げま

す。

〇野上（祐）委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質

疑はありませんか。
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（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第３４

号 平成３０年度中泊町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついての質疑を終わります。

◎議案第３５号の上程、説明、質疑

〇野上（祐）委員長 日程第９、議案第３５号 平成３０年度中泊町農業集落

排水事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） おはようございます。議案第３５号 平成３

０年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

ご説明いたします。

歳入歳出決算書の４１１ページ及び４１２ページを御覧ください。

歳入決算額では、合計調定額は４，１３５万９，９１４円に収入済額

が４，１３０万７，０２１円、収入未済額が５万２，８９３円、予算

現額と収入済額との比較は３万４，０２１円となりました。

次のページ、４１３ページ及び４１４ページを御覧ください。歳出

決算額では、合計支出済額が４，０５７万６，１９７円、不用額及び

予算現額と支出済額との比較は同額の６９万６，８０３円となりまし

た。歳入歳出差し引き残額では７３万８２４円となり、その全額を平

成３１年度へ繰り越すものであります。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

りご説明いたしますので、４１９ページ及び４２０ページを御覧くだ

さい。最初に、歳出からご説明いたします。第１款事業費の支出済額

， ， 。 、が１ ３２４万７ ８４０円となっております これらの主な支出は

第２目施設管理費、１１節需用費の電気料２３１万７，６４０円、１

２節役務費の汚泥搬出等の手数料４０９万６，４００円、１３節委託

料の処理施設管理業務委託料３４５万６，０００円と農集処理場最適

化構想委託料１３１万７，６００円などであります。

次のページ、４２１ページ及び４２２ページを御覧ください。第２

款公債費、第１項公債費、第１目元金で支出済額が２，３１１万９，

７７５円、第２目利子で支出済額が４２０万８，５８２円となってお
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ります。

次に、歳入であります。４１７ページ及び４１８ページにお戻り願

います。第１款国庫支出金では、調定額、収入済額が同額の１３０万

円となっております。農山漁村地域整備交付金であります。

第２款使用料及び手数料では、調定額５７２万３，３５２円、収入

済額５６７万４５９円、収入未済額５万２，８９３円となっておりま

す。加入率は、対象人口１，０１４人に対し加入人口５４０人、加入

率５３．３％であります。

第３款繰入金では、調定額、収入済額が同額の３，３５９万５，０

００円となっております。一般会計からの繰入金であります。

第４款繰越金では、調定額、収入済額が同額の７４万１，５６２円

となっております。

以上、平成３０年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定についてご説明申し上げました。よろしくお願いいたします。

〇野上（祐）委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質

疑はありませんか。

６番、荒関委員。

〇６番（荒関富雄君） 集落排水の収入未済額が出ていますけれども、もう一

度詳しく説明していただけないでしょうか。

〇野上（祐）委員長 阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 収入未済額に対しては過年度分として８件、

， 、 、５万２ ８９３円となっておりますけれども この分に関しては５月

６月に全て徴収しておりますので、よろしくお願いいたします。

〇野上（祐）委員長 ほかに質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第３５

号 平成３０年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定についての質疑を終わります。

◎議案第３６号の上程、説明、質疑

〇野上（祐）委員長 日程第１０、議案第３６号 平成３０年度中泊町漁業集

落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。



- 16 -

阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 議案第３６号 平成３０年度中泊町漁業集落

排水事業特別会計歳入歳出決算の認定についてご説明いたします。

歳入歳出決算書の４３５ページ及び４３６ページを御覧ください。

， ， 、 ， ，歳入決算額では２ ２７１万２ ９００円 収入済額２ ２７０万４

５２０円、収入未済額が８，３８０円、予算減額と収入済額との比較

は５万８，０５８円となりました。

次のページ、４３７ページ及び４３８ページを御覧ください。歳出

決算額では２，２３６万３，５３７円、不用額及び予算現額と支出済

額との比較は同額の３３万２，４６３円となりました。歳入歳出差し

引き残額では３４万９８３円となり、その全額を平成３１年度へ繰り

越すものであります。

次に、歳入歳出決算の概要について歳入歳出決算事項別明細書によ

り説明いたしますので、４４３ページ及び４４４ページを御覧くださ

い。最初に、歳出からご説明いたします。第１款事業費の支出済額で

５１９万７，２９０円となっております。これらの主な支出は、第２

目施設管理費、１１節需用費の電気料１７６万２，２７０円、１３節

委託料の処理施設管理業務委託料２０３万４００円などであります。

第２款公債費、第１項公債費、第１目元金で支出済額が１，４９７

万１，７６９円、第２目利子で支出済額が２１９万４，４７８円とな

っております。

次に歳入であります。４４１ページ及び４４２ページにお戻り願い

ます。第１款使用料及び手数料では、調定額２８３万４，８７８円、

収入済額２８２万６，４９８円、収入未済額８，３８０円となってお

ります。加入率は、対象人口６４５人に対し加入人口３３７人、加入

率５２．２％であります。

第２款繰入金では、調定額、収入済額が同額の１，９００万３，０

００円となっております。一般会計からの繰入金であります。

第３款繰越金では、調定額、収入済額が同額の８７万５，０２２円

となっております。

以上、平成３０年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定についてご説明申し上げました。よろしくお願いいたします。

〇野上（祐）委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質
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疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第３６

号 平成３０年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認

定についての質疑を終わります。

◎議案第３７号の上程、説明、質疑

〇野上（祐）委員長 日程第１１、議案第３７号 平成３０年度中泊町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

山中町民課長。

〇町民課長（山中哲哉君） 議案第３７号 平成３０年度中泊町後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算の認定についてご説明いたします。

４５７ページ及び４５８ページを御覧願います。歳入の収入済額合

計は、調定額２億６，１７９万９，０７６円に対し、２億６，１０９

万２，７７６円となり、前年度決算額と比較しますと１９９万１，２

８１円、率にして０．７５％の減となり、不納欠損額は１６万２，１

００円で、収入未済額は５４万４，２００円となっております。

４５９ページ及び４６０ページを御覧願います。歳出の支出済額合

計は２億６，０３８万４，９１０円となり、予算現額に対し８０８万

８，０９０円が不用額となっております。前年度決算額と比較します

と１５６万１，９８６円、率にして０．６％の減となっております。

その結果、歳入歳出差し引き残額は７０万７，８６６円となり、その

全額を平成３１年度へ繰り越すものであります。

次に、歳入歳出決算の概要について、歳入歳出決算事項別明細書に

より歳出からご説明いたします。４６７ページ及び４６８ページを御

覧願います。第１款総務費は、支出済額が５５４万４２７円となって

おります。第１項総務管理費は支出済額が５３２万６，５８７円、第

２項徴収費は支出済額が２１万３，８４０円となっております。

第２款後期高齢者医療連合納付金は、支出済額が２億５，４７９万

８，４８３円となっております。

、 ， 。第３款諸支出金は 支出済額が４万６ ０００円となっております

続いて、歳入についてご説明いたします。恐れ入りますが、４６３



- 18 -

ページ及び４６４ページにお戻り願います。第１款後期高齢者医療保

険料は、調定額６，０５６万２，３００円に対し、収入済額は５，９

８５万６，０００円となっております。収納率は９８．８３％であり

ます。不納欠損額は１６万２，１００円で、収入未済額は現年度及び

滞納繰越分合わせて５４万４，２００円となっております。

第２款使用料及び手数料は、調定額、収入済額が同額の２万２，３

００円となっております。

第３款繰入金は、調定額、収入済額が同額の１億９，５７９万１，

９７０円となっております。

第４款繰越金は、調定額、収入済額が同額の１１３万７，１６１円

となっております。

第５款諸収入は、調定額、収入済額が同額の３１４万１，３４５円

となっております。第１項延滞金加算金及び過料は、調定額、収入済

額が同額の４，５００円、第２項雑入は調定額、収入済額が同額の３

１３万６，８４５円となっております。

４６５ページ及び４６６ページを御覧願います。第６款国庫支出金

は、調定額、収入済額が同額の１１４万４，０００円となっておりま

す。

以上で議案第３７号 平成３０年度中泊町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算の認定についての説明を終わります。よろしくお願いい

たします。

〇野上（祐）委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質

疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第３７

号 平成３０年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

についての質疑を終わります。

◎議案第３８号の上程、説明、質疑

〇野上（祐）委員長 日程第１２、議案第３８号 平成３０年度中泊町水道事

業特別会計利益の処分及び決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部上下水道課長。
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〇上下水道課長（阿部 明君） 議案第３８号 平成３０年度中泊町水道事業

特別会計利益の処分及び決算の認定についてご説明いたします。

損益計算書をもって決算報告いたしますので、恐れ入りますが、中

泊町水道事業特別会決算書の８ページを御覧ください。

１、営業収益では （１ 、水道事業給水収益として２億７，３５１、 ）

万４，９３６円、前年度比で１９７万３，５３９円、０．７％の減額

となっております。そして （３ 、その他の営業収益、申請完成審査、 ）

手数料を合わせれば２億７，３６６万１，９３６円であります。

２、営業費用では （１）の水道事業原水及び浄水費から（７ 、水、 ）

道事業その他営業費用までを合わせた額は２億４，９８２万７，５６

５円、前年度比８０万１，２５７円、０．３％の減額となりました。

営業収益から営業費用を差し引いた営業利益は２，３８３万４，３７

、 ， 、 ． 。１円 前年度比１１４万３ ７８２円 ４ ６％の減額となりました

３、営業外収益では （１ 、水道事業受取利息から（４ 、水道事、 ） ）

， ， 、 ，業雑収益までを合わせた額は７ １１４万８ ９９０円 前年度比２

４３５万５，６８６円、５２％の増額となりました。主なものは高料

金対策の一般会計からの補助金であります。

、 、（ ） ， ，４ 営業外費用では １ の水道事業支払利息が３ ３０２万３

０１６円、前年度比２９８万２５１円、８．３％の減額となり、営業

外収益から営業外費用を差し引きますと、営業外利益が３，８１２万

５，９７４円となります。

よって、経常利益は営業利益の２，３８３万４，３７１円と営業外

利益の３，８１２万５，９７４円を加算した６，１９６万３４５円、

， ， 、 ． 。前年度比２ ６１９万２ １５５円 ７３ ２％の増額となりました

また、次のページの６、特別損失が２万１，１９９円あったことか

ら、当年度純利益が６，１９３万９，１４６円となり、前年度繰越利

益剰余金１億２，８１１万２，８６４円を加算すると、１億９，００

５万２，０１０円の利益剰余金になりました。

恐れ入りますが、１８ページを御覧ください。ただ、昨年度から利

、 、 、 、（ ）、益剰余金が計上されてはいますが ここの事業報告 １ 概況 １

総括事項にも述べておりますが、全国的に社会問題となっている少子

高齢化、そして若年層の町外への流出等で給水収益の減収が大きな課

題となっており、今後も今まで以上に不要不急等の経費を抑制し、健
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全経営に努めながら、安心、安定した水道水の供給を図ってまいりた

いと思っております。

なお、収入支出の詳細につきましては２４ページからの費用明細書

に記載しておりますので、後ほど御覧ください。

以上、平成３０年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及び決算の

認定についてご説明申し上げました。よろしくお願いいたします。

〇野上（祐）委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質

疑はありませんか。

６番委員。

〇６番（荒関富雄君） 関連がありまして、本年度小泊地区、大分水不足とか

騒がれたようなのですけれども、その結果等をお知らせ願えればと思

います。状況。

〇野上（祐）委員長 阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 今の質問に関しまして、ことしの春先、５月

の中旬あたりから小泊地域のほうでほとんど雨が降らない状況が続き

まして、降っても１０ミリとか２０ミリしか降らないで、その結果う

ちほうとしても鶴田町からとかつがる広域連合のほうから給水タンク

等を借りて準備してあったのですけれども、台風１０号が来たおかげ

で４３ミリほど雨が降りまして、その関係でダムのほうにも水がたま

りましたし、川のほうも結構な水がふえたということで現在に至って

おります。よろしくお願いいたします。

〇野上（祐）委員長 ６番委員。

〇６番（荒関富雄君） 心配した割には、受益者には何ら被害がなかったと。

でも、これだけの異常気象な時代に入りましたので、またそういうこ

とが懸念される状況にあると思うのです。そういったときには速やか

に対処するようなマニュアルとか対策とか、そういうのを庁内の中で

協議したことはあるのですか。

〇野上（祐）委員長 阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 今の渇水対策に関しましては、マニュアル等

ございます。その辺は作成していますので。あと、ほとんどがうちほ

うの職員と小泊の事業所の職員がメンバーとなっておりますけれど

も、大きな渇水、他の課の職員等を応援する場合はそれなりにそうい

う本部を立ち上げまして、行うことになってございます。
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以上です。よろしくお願いします。

〇野上（祐）委員長 ほかに何かございませんでしょうか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、これをもちまして議案第３８

号 平成３０年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定

についての質疑を終わります。

◎散会の宣告

〇野上（祐）委員長 以上で本日の日程は全部終了いたしました。

本日の会議はこれで散会いたします。

散会 午前１１時１１分
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令和元年中泊町議会決算特別委員会

令和 元年 ９月１２日（木曜日）

〇議事日程 第２号
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開議 午前１０時００分

◎開議の宣告

〇野上（祐）委員長 おはようございます。ただいまの出席委員数は１３人で

す。定足数に達していますので、これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。本日は、決算

特別委員会に付託されました平成３０年度中泊町一般会計歳入歳出決

算の審査を行います。

◎議案第３２号の上程、説明、質疑

〇野上（祐）委員長 日程第１、議案第３２号 平成３０年度中泊町一般会計

歳入歳出決算の認定についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

下山会計課長。

〇会計課長（下山貴子君） おはようございます。議案第３２号 平成３０年

度中泊町一般会計歳入歳出決算の認定についてご説明申し上げます。

恐れ入りますが、１４から１５ページを御覧願います。まず、歳入

決算額では予算現額７３億８，４４５万８，０００円、歳入調定額７

４億９，２２４万５，３８３円、収入済額７３億２，２１３万７，３

０９円、不納欠損額８９６万６，４１６円、収入未済額１億６，１１

４万１，６５８円、予算現額と収入済額との比較ではマイナス６，２

３２万６９１円となりました。

２０から２１ページを御覧願います。歳出決算額では、予算現額７

３億８，４４５万８，０００円、支出済額７１億６，４７１万７，１

１８円、翌年度繰越額６，５０９万７，０００円、不用額１億５，４

６４万３，８８２円、予算現額と支出済額との比較では２億１，９７

４万８８２円となりました。

この結果、歳入歳出差し引き残額は１億５，７４２万１９１円とな

り、翌年度繰越明許費繰越額８１万３，０００円を差し引いた実質収

支額は１億５，６６０万７，１９１円となりました。

次に、歳入歳出決算の概要について、歳入歳出決算事項別明細書に

より、款項を追って歳出からご説明申し上げます。６６から６７ペー

ジを御覧願います。第１款議会費は、支出済額８，８３２万４６円と
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なっております。

６８から６９ページを御覧願います。第２款総務費では、支出済額

１０億１，３３３万６５円となっております。第１項総務管理費、支

出済額８億５，５１４万４，５２３円でございます。９６から９７ペ

ージを御覧願います。第２項徴税費、支出済額８，７８９万４，９１

１円でございます。１００から１０１ページを御覧願います。第３項

戸籍住民基本台帳費、支出済額５，１３４万７，０７６円でございま

す。次のページ、１０２から１０３ページを御覧願います。第４項選

挙費、支出済額１，７１２万６，２９６円でございます。１１０から

１１１ページを御覧願います。第５項統計調査費、支出済額１３１万

２，０９９円でございます。次のページ、１１２から１１３ページを

御覧願います。第６項監査委員費、支出済額５０万５，１６０円でご

ざいます。

次のページ、１１４から１１５ページを御覧願います。第３款民生

費、支出済額１３億６３７万２，５１０円となっております。第１項

社会福祉費、支出済額８億９５０万７，９６８円でございます。１２

４から１２５ページを御覧願います。第２項児童福祉費、支出済額４

億９，６７２万５２１円でございます。

１２８から１２９ページを御覧願います。第４款衛生費、支出済額

１０億６８４万４８２円となっております。第１項保健衛生費、支出

済額５億６，３００万９，２５１円でございます。１４２から１４３

。 、 ， ，ページを御覧願います 第２項清掃費 支出済額２億３ ４３７万６

７０６円でございます。次のページ、１４４から１４５ページを御覧

願います。第３項母子保健費、支出済額７７９万８，０１３円でござ

います。次のページ、１４６から１４７ページを御覧願います。第４

項病院費、支出済額１億６，７２４万１８２円でございます。次のペ

、 。 、ージ １４８から１４９ページを御覧願います 第５項上水道整備費

支出済額３，４４１万６，３３０円でございます。

ページはそのままで、第５款労働費、支出済額９８８万９，２０１

円となっております。

次のページ、１５０から１５１ページを御覧願います。第６款農林

、 ， ， 。水産業費 支出済額７億５ ７２３万８ ７９７円となっております

第１項農業委員会費、支出済額は２，６１６万８，６５９円でござい
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ます。次のページ、１５２から１５３ページを御覧願います。第２項

農業費、支出済額１億２，６０４万９，４７１円でございます。１６

２から１６３ページを御覧願います。第３項畜産業費、支出済額５５

０万８，０３８円でございます。次のページ、１６４から１６５ペー

ジを御覧願います。第４項農地費、支出済額４億６，８２３万５，５

０２円でございます。１７０から１７１ページを御覧願います。第５

項林業費、支出済額１，７７４万９９円でございます。１７４から１

７５ページを御覧願います。第６項水産業費、支出済額１億１，３５

３万７，０２８円でございます。

１８２から１８３ページを御覧願います。第７款商工費、支出済額

７，４０９万２，２９８円となっております。

１９０から１９１ページを御覧願います。第８款土木費、支出済額

， ， 。 、６億９ ４４５万８ ０６３円となっております 第１項土木管理費

支出済額４，２２０万７，５３４円でございます。１９４から１９５

ページを御覧願います。第２項道路橋梁費、支出済額３億１，８５４

万９，２３５円でございます。１９８から１９９ページを御覧願いま

。 、 ， ， 。す 第３項河川費 支出済額２ ９０５万７ ７０７円でございます

次のページ、２００から２０１ページを御覧願います。第４項都市計

画費、支出済額２，０３４万５，７０３円でございます。２０４から

２０５ページを御覧願います。第５項住宅費、支出済額２億８，４２

９万７，７８６円でございます。２０８から２０９ページを御覧願い

ます。第６項土地開発基金費、支出済額９８円でございます。

ページはそのままで、第９款消防費、支出済額５億２，７７５万７

６７円となっております。

２１６から２１７ページを御覧願います。第１０款教育費、支出済

額５億３，２２７万５，８８７円となっております。第１項教育総務

費、支出済額７，８２０万２，０９０円でございます。２２２から２

２３ページを御覧願います。第２項小学校費、支出済額９，５７５万

， 。 。１ ７０５円でございます ２３０から２３１ページを御覧願います

第３項中学校費、支出済額５，９１９万８，７１６円でございます。

２３８から２３９ページを御覧願います。第４項社会教育費、支出済

額１億７，３８１万８５７円でございます。２５８から２５９ページ

を御覧願います。第５項保健体育費、支出済額１億２，５３１万２，
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５１９円でございます。

２７０から２７１ページを御覧願います。第１１款災害復旧費でご

ざいますが、第１項農林水産業施設災害復旧費並びに第２項公共土木

施設災害復旧費において支出はありませんでした。

次のページ、２７２から２７３ページを御覧願います。第１２款公

債費、支出済額１１億５，４１４万９，００２円となっております。

以上が歳出決算の概要であります。

次に、歳入決算について款項を追ってご説明申し上げます。お戻り

いただいて、２４から２５ページを御覧願います。第１款町税では、

予算現額７億９，５９２万３，０００円に対し調定額８億９，６５１

万７，３７５円、収入済額は８億２８４万３，８５３円、不納欠損額

は８９６万６，４１６円、収入未済額は８，４７０万７，１０６円、

収納率は８９．５５％となりました。収入済額の歳入総額に占める割

合は１０．９６％となっております。

項別では、第１項町民税で調定額３億５，１５１万６，５６２円、

収入済額３億３，１６４万１，６２４円、不納欠損額２０１万２，５

１６円、収入未済額１，７８６万２，４２２円、収納率９４．３５％

となっております。

第２項固定資産税では、調定額４億１，５３４万７，９６８円、収

入済額３億４，４８０万７，７８４円、不納欠損額６５８万２，６０

０円、収入未済額６，３９５万７，５８４円、収納率は８３．０２％

となっております。

第３項軽自動車税では、調定額４，３６２万１，４４０円、収入済

額４，０３６万３，０４０円、不納欠損額３７万１，３００円、収入

， 、 ． 。未済額２８８万７ １００円 収納率９２ ５３％となっております

次のページ、２６から２７ページを御覧願います。第４項たばこ税

では、調定額、収入済額は同額の８，５９９万２，７０５円となって

おります。

ページはそのままで、第５項入湯税では、調定額、収入済額は同額

の３万８，７００円となっております。

第２款地方譲与税では、予算現額、調定額、収入済額は同額の６，

４１５万８，０００円となっております。

第３款利子割交付金では、予算現額、調定額、収入済額は同額の１
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１９万４，０００円となっております。

第４款配当割交付金では、予算現額、調定額、収入済額は同額の１

１３万２，０００円となっております。

次のページ、２８から２９ページを御覧願います。第５款株式等譲

、 、 、 ，渡所得割交付金では 予算現額 調定額 収入済額は同額の９１万２

０００円となっております。

第６款地方消費税交付金では、予算現額、調定額、収入済額は同額

の１億９，０５８万４，０００円となっており、収入済額の歳入総額

に占める割合は２．６％となっております。

第７款自動車取得税交付金では、予算現額、調定額、収入済額は同

額の１，５７６万９，０００円となっております。

第８款地方特例交付金では、予算現額、調定額、収入済額は同額の

１３３万５，０００円となっております。

第９款地方交付税では、予算現額、調定額、収入済額は同額の３７

億４９万５，０００円となっており、収入済額の歳入総額に占める割

合は５０．５％となっております。

第１０款交通安全対策特別交付金では、予算現額、調定額、収入済

額は同額の５８万３，０００円となっております。

第１１款分担金及び負担金では、予算現額１３９万９，０００円、

調定額、収入済額は同額の１３９万９，５００円となっております。

次のページ、３０から３１ページを御覧願います。第１２款使用料

及び手数料では、予算現額９，３８４万１，０００円、調定額１億８

３２万８，３１１円、収入済額９，６４１万７，３１１円、収入未済

額１，１９１万１，０００円となっております。項別では、第１項使

用料で調定額１億１３０万３，３１１円、収入済額８，９３９万２，

３１１円、収入未済額１，１９１万１，０００円となっております。

次のページ、３２から３３ページを御覧願います。第２項手数料で、

調定額、収入済額は同額の７０２万５，０００円となっております。

３６から３７ページを御覧願います。第１３款国庫支出金では、予

算現額６億３，９０４万２，０００円、調定額、収入済額は同額の６

億３，４８９万３，８０８円となっており、収入済額の歳入総額に占

める割合は８．７％となっております。項別では、第１項国庫負担金

で調定額、収入済額は同額の４億１，９４５万５，２１５円となって
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おります。次のページ、３８から３９ページを御覧願います。第２項

国庫補助金で、調定額、収入済額は同額の１億９，２６５万１，６３

９円となっております。次のページ、４０から４１ページを御覧願い

ます。第３項国庫委託金で、調定額、収入済額は同額の２，２７８万

６，９５４円となっております。

ページはそのままで、第１４款県支出金では予算現額５億８，２０

２万円、調定額５億６，７０９万９，８４０円、収入済額５億２８１

万５，８４０円、収入未済額６，４２８万４，０００円となっており

ます。項別では、第１項県負担金で、調定額、収入済額は同額の２億

７，７３０万３，５８２円となっております。次のページ、４２から

４３ページを御覧願います。第２項県補助金で、調定額２億６，０４

１万２，６０４円、収入済額１億９，６１２万８，６０４円、収入未

済額６，４２８万４，０００円となっております。４８から４９ペー

ジをごらん願います。第３項県委託金で、調定額、収入済額は同額の

２，９３８万３，６５４円となっております。

次のページ、５０から５１ページを御覧願います。第１５款財産収

入では、予算現額４，８８８万８，０００円、調定額４，８７７万７

、 ， ， 、 ，５１円 収入済額４ ８５３万１ １９９円 収入未済額は２３万９

５５２円となっております。項別では、第１項財産運用収入で、調定

額１，２８０万９，１７０円、収入済額１，２５６万９，６１８円、

収入未済額２３万９，５５２円となっております。次のページ、５２

から５３ページを御覧願います。第２項財産売払収入で、調定額、収

入済額は同額の３，５９６万１，５８１円となっております。

、 ， ，ページはそのままで 第１６款寄附金では予算現額５ ００５万１

０００円、調定額、収入済額は同額の５，０９５万２，０００円とな

っております。

、 、 、 ，第１７款繰入金では 予算現額 調定額 収入済額は同額の１億５

６１７万７，０００円となっており、収入済額の歳入総額に占める割

合は２．１％となっております。

第１８款繰越金では、予算現額１億４，０３２万円、調定額、収入

済額は同額の１億４，０３２万２４７円となっており、収入済額の歳

入総額に占める割合は１．９％となっております。

、 ， 、 、第１９款諸収入では 予算現額１億５２３万５ ０００円 調定額



- 31 -

収入済額は同額の１億１，６２２万４，５５１円となっており、収入

済額の歳入総額に占める割合は１．６％となっております。

最後になりますが、６２から６３ページを御覧願います。第２０款

町債では、予算現額、調定額、収入済額は同額の７億９，５４０万円

となっており、収入済額の歳入総額に占める割合は１０．９％となっ

ております。

以上で平成３０年度一般会計歳入歳出決算の概要についてご説明申

し上げました。よろしくお願いいたします。

〇野上（祐）委員長 毛内財政課長。

（ ） 。 、〇財政課長 毛内康裕君 おはようございます 私からは別添資料の決算書

令和元年度以降起債区分別公債費一覧及び平成３０年度地方消費税交

付金が充てられる社会保障４経費、その他社会保障施策に要する経費

についてご説明いたします。

最初に、令和元年度以降起債区分別公債費一覧について簡単にご説

明いたします。資料の１ページから２ページでございます。平成３０

年度まで借入した町債について、その償還額を令和元年度から令和１

０年度までの１０年間で、起債区分は国に提出した地方財政状況調査

の区分をもとに作成しております。参考までに、令和元年度は償還合

計額が１１億６，６６３万２，０００円、令和４年度は１２億４，６

５１万７，０００円とピークを迎え、以降減少傾向となる見込みでご

ざいます。また、各年度ごとに普通交付税算入見込み額、公債費合計

から交付税算入見込み額を差し引いた公債費に要する一般財源を掲載

しておりますので、参考にしていただければと存じます。

次に、３ページの地方消費税交付金が充てられる社会保障４経費、

その他社会保障施策に要する経費の表を御覧願います。平成２６年度

から消費税が３％引き上げられましたが、引き上げ分は社会保障経費

に充てることとなっております。平成３０年度の社会保障分の地方消

費税は８，６８８万２，０００円の決算となっており、資料はその使

途を表にまとめたものでございます。

以上、別添資料についてご説明申し上げました。よろしくお願いい

たします。

〇野上（祐）委員長 お諮りします。

本案に対する質疑は歳入と歳出を分けて行いたいと思います。ご異
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議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 ご異議なしと認めます。

したがって、質疑は歳入と歳出を分けて行うことに決定しました。

なお、ご質問の際は決算書のページ数を示してお願いします。

それでは、議案第３２号の歳入に対する質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

６番委員。

〇６番（荒関富雄君） １２款の使用料についてなのですけれども、３１ペー

ジ。使用料及び手数料。斎場の使用料、収入未済になっているのです

けれども、これこのままで……そこら辺詳しく説明していただけない

でしょうか。

〇野上（祐）委員長 環境整備課長。

〇環境整備課長（古川幹人君） 荒関委員の斎場の使用料について説明いたし

ます。使用料の未済額、この額については小泊分の使用料の額でござ

います。

〇野上（祐）委員長 ６番。

〇６番（荒関富雄君） 小泊分で、これ１カ所の、１件だけでこうなっている

のですか。

〇野上（祐）委員長 環境整備課長。

〇環境整備課長（古川幹人君） 小泊分のみで３件でございます。あと、プラ

ス過年度分と合わせましてこの額になってございます。

〇野上（祐）委員長 ６番委員。

〇６番（荒関富雄君） 過年度分もあると。亡くなって、あと身内がいないと

かそういう状況なのか。どうして……私これを言うのは、こういうち

っちゃなことをちょこっと見逃していくと、だんだんそれに便乗する

、 、 、傾向に 前にもありましたので なぜこういうことが起きているのか

そこいら辺をどう掌握して、今後どう対処するのか話し合われている

のであればお知らせ願いたいと思います。

〇野上（祐）委員長 環境整備課長。

〇環境整備課長（古川幹人君） 環境整備課としては、１年に２度、３度連絡

がない場合は再度家族等に連絡、あるいは電話連絡、再度何回もお願

いはしているということでございます。その中で限られた方がやっぱ
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りいらっしゃるということでしたので、そちらの方についてもよその

方より密に連絡はしております。

〇野上（祐）委員長 ６番委員。

〇６番（荒関富雄君） 私、この問題、この下にもあるのですけれども、いわ

ゆる使用料など未納が発生したのをどう感じて、どう捉えていくかと

いうことなのですよ。それを担当課だけではなくて、やっぱり町全体

でそこに取り組んでいかないと。税の未納とはまた違った意味の、使

用料を払えないような状況下にあるのであれば別な形で当然対処すべ

きだと思いますし、そうではなくて払えるのに払えない、払っていな

いのであれば問題だし。またいろんな例はあるとは思いますよ。ある

とは思いますけれども、こういうのをそのまま未収のままで過ごして

いくと、必ずそれに便乗する人間が出てくるのです。だから、こうい

う小さなうちから庁議の中ででもよくよくお話しし合って、こういう

事例が発生しないように対処していただきたいと。

〇野上（祐）委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 今使用料の部分で滞納、収入未済になっている部分の

お話があったわけでありますが、昨年から議会でも厳格にご説明申し

上げて、ご理解を得ながら手続を進めている案件もあるわけでありま

すが、例えば公営住宅の家賃の問題もしかりであると思います。

議員おっしゃるとおり、負担能力がありながらご負担をいただけな

い場合については、放置することなくきちんと手続を踏みながら対応

していくというのが町の基本的なスタンスであります。さはさりなが

ら、個別にさまざまな事情もありでございまして、他方活用できるよ

うな部分であればその部分を活用いただくようにお話をしながら、残

った部分についての精算につきましても、町として町民にご迷惑をお

かけしないような形で今後も取り組んでまいりたいと思っておりま

す。

以上でございます。

〇野上（祐）委員長 ほかにありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 ほかにないようですので、これをもちまして歳入に対す

る質疑を終わります。

続いて、議案第３２号の歳出に対する質疑を行います。
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お諮りします。歳出に対する質疑は各款ごとに行いたいと思います

が、ご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 異議なしと認めます。

したがって、歳出に対する質疑は各款ごとに行うことに決定しまし

た。

それでは、第１款議会費に対する質疑を行います。質疑はありませ

んか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、第１款議会費に対する質疑を

終わります。

続いて、第２款総務費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

６番委員。

〇６番（荒関富雄君） ８１ページの備品の購入なのですけれども、ＡＥＤ８

台購入したのはどこへ配置したのかお知らせ願えればと思います。

〇野上（祐）委員長 毛内課長。

〇財政課長（毛内康裕君） ＡＥＤの８台ですけれども、学校とか、新規とい

うわけではなくて、バッテリーの期限が更新不可能のものの入れかえ

で、また配置という形になっております。

以上です。

〇野上（祐）委員長 ほかにありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 ないようですので、２款総務費に対する質疑を終わりま

す。

続いて、第３款民生費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、第３款民生費に対する質疑を

終わります。

続いて、第４款衛生費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

８番委員。
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〇８番（川山光則君） ＥＭ菌のことでちょっと伺います。昨今ＥＭ菌、私も

使っているのですけれども、この前広報と、それから現場にも来年度

は供給停止するというように書いてあったのですけれども、私としま

しても、また何人かの町民から、あのにおい消しに、側溝の融雪溝の

たまり消しにあれが一番いいのだと。水がいっぱい流れているときは

いいのだけれども、夏場になって水不足なればにおいがひどくて、Ｅ

Ｍ菌一番活用されていると、あれやるのにそんなに経費かかっている

のかと聞かれまして、課長、そこ経費とこれからまるきりやめてしま

うのか、それとも誰かにやってもらうのか、その辺をちょっとお伺い

いたします。

〇野上（祐）委員長 環境整備課長。

〇環境整備課長（古川幹人君） 川山委員のＥＭ菌についてお答えします。

まず、経費についてですけれども、菌を購入するということで予算

計上は毎年してきてございました。額については、約３種類のＥＭ菌

とその中に入れる薬剤、合わせて約１０万弱かかっています。あと、

水道あるいは電気、光熱費ですね、その分もプラスしますと大体その

ぐらいということでございます。

なぜやめるかというと、やっぱり年々つくる量と町民の方々がもら

いに来る量が非常に少なくなっていると、１０年前から比べると約８

分の１ぐらいに減ってきているということでございます。確かに殺菌

作用というか、側溝とかに流すとにおいも消えるというお話あります

ので、川山委員のご要望というか、ご質問のとおり、今後皆さんの意

見をお聞きしながら令和２年度については考えていきたいと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。

〇野上（祐）委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 今ＥＭ菌のお尋ねについて環境整備課長のほうからお

話があったわけでありますが、私のこの拙い知識からいきますと、Ｅ

Ｍ菌の効能そのものが学術的にどうなのかという議論も一方ではある

というふうに承知しておりまして、ひところ在京の新聞社のほうから

効用のはっきりしないものに公費を支出することについていかがなも

のかというふうな問い合わせもあったかに伺っております。

今委員お尋ねの側溝等のにおい、臭気の部分につきましては、これ

は解決しなければいけない問題でありますので、ＥＭ菌以外のもので
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も課題の解決に役立つようなものがないのか町としても十分検討しな

がら、公費の支出に対し疑義を持たれないような形で進めてまいりた

いと思っております。

以上でございます。

〇野上（祐）委員長 １０番委員。

〇１０番（沖崎 勲君） 今職員といそ焼けというＴシャツ着て、いろんなコ

マーシャルでないけれども、頑張っています。具体的にあれは、いそ

焼け対策はどのような方法で今やっているわけですか。

〇野上（祐）委員長 水産商工観光課長。

〇水産商工観光課長（越野信一君） いそ焼けのＴシャツでございますけれど

も、あれは漁港漁場協会よりその周知活動、啓発活動といたしまして

Ｔシャツを提供いただいております。

ちょうどビーチサッカーがありますので、そこに間に合わせていた

だいているわけですけれども、肝心ないそ焼け対策という面では今質

問もありましたＥＭ菌、これのＥＭだんごを使って投入しておりまし

たけれども、まだその科学的な根拠、効用、そういったところがちょ

っとはっきりしなかったもので、業者のほうにその説明をお願いして

いたところです。昨年度は実施されていなかったのですけれども、今

後検討しながらまたやっていきたいと考えているところでございま

す。

以上です。

〇野上（祐）委員長 １０番委員。

〇１０番（沖崎 勲君） あのＴシャツ着ているはんで、いろんな即効性のあ

る大手の武田薬品とか三共とか、今はまってきているわけだ。ただ、

私もＥＭ菌の肩を持つわけですけれども、安くてよくできるというの

は、川山議員話したとおりずっと継続してきている。どこの部分だが

結構今魚が出てきているとか、やっぱり継続は力というのは私も思い

出しまして、１０万円か２０万円で結構やれると。ただ、ボランティ

アも必要なわけで、私も参加しているのですけれども、何か国のほう

で認めないのはそこにはわけがあるわけだ。ただ、それがちゃんとし

、 。 、た判こを押したものがないはんで 使わなくてもいいと でなくして

今まで継続してきて結構いい成果が出ていると私は思っておりますの

で、どうかいい方向でまた町長、お願いします、新年度は。
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〇野上（祐）委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 沖崎委員のほうから効果のお話が出たので、私のほう

でも今確認をしていることをご説明申し上げますと、先ほどのいそ焼

けの件も含めて、使用前、使用後を部分的に確認をしてきた経緯があ

ります。ＥＭ菌を投入してきたところでいそ焼けを防ぐ効果が出てい

るのかどうかというのが私自身も確認ができていないという部分もあ

りまして、継続してきたからという理由だけでなかなか公費を投入し

ていくというのはいかがなものかなと思っておりまして、確認がとれ

ればきちんとした形で使っていきたい。

いずれにしましても要するに目的と手段の話でございますので、必

ずしもその方法でなければいけないということでないとすれば、ほか

にもさまざまなやり方があろうかと思いますので、いそ焼けを防ぐ、

側溝等の臭気を防ぐ、何が効果的なのか、しっかりと吟味しながら本

当に効果のあるものに公費を使用してまいりたいと思っております。

以上でございます。

〇野上（祐）委員長 ８番委員。

〇８番（川山光則君） 私も関連して、今ＥＭだんごの話が出たところで、ラ

イオン橋の下に何年か投与したわけですよね。あそこは３年ぐらい過

ぎてから、見る見る藻が生えてきました。しかも、害になるあの青い

藻でなくて、立派な魚のすみかになるような藻は今はもう前と何倍も

なるだけ生えています。あのだんごを５０万、１００万のお金かけて

、 、入れて 果たしてあの広い海にという話はよくあったのですけれども

ただあの一角だけ見ればかなりの効果はあったと私は見ています。学

者の話を全部聞くというのも基本難しい話ですけれども、私自体は何

年かあそこを確認してきまして。当時の課長にどこがいいかと聞かれ

たところで 「いや、ちょっとしかやらないんだはんで、余り広いと、

ころではだめだよな」ということで、私あそこを推薦したことがあり

まして、何年かずっと見てきました。

一つは、たまたま一緒になったのかもわからないけれども、あのハ

タハタが小泊、下前地区に来たときは、あそこが一番最初にハタハタ

の刺さる量が多くて、ああ、何ぼか効果あるのかなとは私の意見です

けれども、そういうことを何人か漁師の皆さんで話し合ったことがあ

ります。ただ、結局海のこの大きいところさ、いそにそれ全部敷くの
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かといえば私も自信はありませんし、ちょっとそこだけの例で町長に

お知らせしておきたいと思っていました。

〇野上（祐）委員長 ほかにありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 ないようですので、第４款衛生費に対する質疑をこれで

終わります。

、 。 。続いて 第５款労働費に対する質疑を行います 質疑ありませんか

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 ないようですので、第５款労働費に対する質疑を終わり

ます。

続いて、第６款農林水産業費に対する質疑を行います。質疑はあり

ませんか。

６番委員。

〇６番（荒関富雄君） １５５ページ、委託料。日向のトイレ管理についてな

のですけれども、これ３０年度はこうやって経費落ちているのですけ

れども、今年度あのトイレ、本予算で委託はされているのですけれど

も、何か閉じているような状況下にありますので、そこいら辺の内容

をお知らせ願って、それから今後またどういうふうにしていこうとし

、 。ているのか もし方針があったらお話ししていただければと思います

〇野上（祐）委員長 竹谷農政課長。

〇農政課長（竹谷 覚君） ただいまご質問のありました日向のトイレにつき

ましてですけれども、これは旧直売所ピュアに附帯していたトイレで

ございまして、ピュアが新設し、元のピュア直売所が解体されたわけ

、 。ですけれども トイレとしては残しておいたというわけでございます

それで、その後そのところにコンビニもできたということ、それで

コンビニの所有者にピュアのトイレの管理を、個人的ですけれども、

委託していたわけでございますが、３１年度当初予算には見たわけな

のですけれども、３月の委託のお願いに当たった際にもう管理はでき

ない旨のお申し出がありましたので、今年度は使用を断念いたしまし

て、現在閉めている状況でございます。

それで、ピュアのトイレ、そこの日向のトイレの利用状況でござい

、 、ますが 年間を通してどのぐらい利用しているかを推計いたしますと

水道の利用料から推計しますと、１日平均で大体２０人から３０人の
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使用があるというふうに見込まれてございます。その利用率が多いの

か少ないのかは判断に迷うところでございますが、それがなくても周

辺の買い物客、それからそこを通行する方々に不便がないものと判断

をしておりまして、今は閉めてございます。

それで、今後のその施設につきましては町で管理する以外の利用方

法がないのか今年度検証をしまして、有効な施設の利用を図りたいと

思ってございます。

以上です。

〇野上（祐）委員長 ６番委員。

〇６番（荒関富雄君） この問題は、いわゆる最後に言ったように町等で公共

的に建てた施設が管理の仕方次第で有効に利用されないような状況に

あっては非常に困るのではないかという趣旨のもとなのですよ。それ

は、前任の委託を受けていた方の事情でトイレが使用できないという

ことは非常に問題だと思います。当初予算に盛ったということは、必

要性があったから当然盛ったのでありましょうし。そうなのであれば

別な委託先を探してみるとか、そういう努力をした跡が見受けられな

いし。今後ですよ、いろんな箇所にトイレあるのですよ。トイレには

ここだけではなくて、冬期間の問題とか、あと委託しているトイレで

も老朽化したトイレもあって、閉鎖になったものも当然あります。だ

から、そこいら辺を精査して、必要だから当然予算をつけたのでしょ

うし、それが受ける人の都合で閉鎖というのであれば私はそこに問題

があると思うのですよ。そうなのであれば別な人に委託して町民に使

。 。用させておくのが当たり前だと思うのですけれども どういう認識か

〇野上（祐）委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） トイレの問題に関しましては、あれば便利というのが

。 、確かなところであります 農村公園とか港の近くとか組合の近くとか

さまざまな場所に公のトイレがあるわけであります。その時代、時代

によって、なければどうしようもないというふうなときにできた施設

もあろうかと思います。その時代、時代によって、本当にそこになけ

、 、ればならないのかという部分で考えて 不要なものは撤去していくと

町の管理から離していくという考え方が必要なのではないかなと私自

身は思っております。

そこで、今の日向のトイレのお話でありますが、今年度の管理契約
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をお願いしたときに、今までの経費ではとてもではないけれどもやっ

ていけないという受託者のご意向がありまして、値上げしていくのも

また大変だと。どこまでもその受託者の意向を聞いてやっていくとい

うのも大変だし、本来あそこにトイレがある必要があるのかどうかと

、 。いうことを内部でさまざま検討した結果 とりあえず閉めてみようと

そして、今後の動向を見ながら、不便はないだろうということがま

ず全体にあるわけです、コンビニの駐車場の敷地の中にあるわけです

から。コンビニはもちろんトイレあります。コンビニ使う方はトイレ

使えます。隣のピュアに行けばピュアのトイレがあります。農業活性

化施設に行けば活性化施設のトイレがあります。ある意味あそこのト

イレはなくても不都合ないだろうというふうな判断で、とりあえず閉

めたと。あけておくと維持費がかかるということです。どなたかに管

理も頼まなければいけない。だから、不便はないだろうという判断で

閉めたと。

今後もさまざま大規模、小規模、中規模、修理が必要な公共のトイ

レが現実に出てきております。その都度そこのトイレの必要性を根本

的に考え直しながら、どうするのか、維持していくのかということを

町の中で、役場の中で相談しながら決めていきたいと思っております

が、もちろん地域住民のご要望、ご意見も聞いていきたいと思います

、 、 。が 冒頭申し上げましたとおり あれば便利なのがトイレであります

誰もなくしていいよという答えは返ってこないのだと思います。そこ

はやっぱりビーバイシーと申しますか、費用対コスト、費用対効果、

この関係で判断していかなければいけないのだろうなと思っておりま

す。何もあそこだけ、たまたまあの管理者の都合だけで閉めたという

ことではないということをご理解いただければと思います。

〇野上（祐）委員長 ほかに何かございませんでしょうか、農林水産業費。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、第６款農林水産業費に対する

質疑を終わります。

続いて、第７款商工費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

６番委員。

〇６番（荒関富雄君） １８３ページ、委託料で繰越明許費にプレミアム商品
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券のシステム開発入っているのですけれども、これ今年度何か実施し

たのかどうか、そこいら辺説明願えればと思います。

〇野上（祐）委員長 水産商工観光課長。

〇水産商工観光課長（越野信一君） １６０万についてでありますけれども、

こちらにつきましては平成３０年度の事務費を３月議会において繰り

越しさせていただきまして、今年度４月に入札を行いまして、今年度

の事務費分と抱き合わせて入札を行っております。

それで、この事業につきましてはまず委託料、システム開発の部分

で活用させていただいております。現在もう入札終了して、稼働して

いる部分でございます。

以上でございます。

〇野上（祐）委員長 ６番委員。

〇６番（荒関富雄君） これさ、どこのプレミアム商品券の発行事業との関連

はどうなっているのかなという。

〇野上（祐）委員長 水産商工観光課長。

〇水産商工観光課長（越野信一君） ４月に入札して抽出を行いまして、８月

上旬には対象者の方々に通知をいたしまして、現在申請受け付け作業

を行っているところであります。受け付け状況は、対象者、低所得者

が２，８００名ほど、子供につきましては１８０名ほどになると。お

よそ３，０００名ほどなのですけれども、現在申請受け付け状況とい

たしましては２０％程度、非常に低いと。この間、９月８日の新聞で

青森市とかそちらの状況も出ていましたけれども、２０数％と、そう

いった低い状況であるということでございます。１０月１日より商品

券を商工会で購入できる形となっておりますので、よろしくお願いい

たします。

〇野上（祐）委員長 ６番委員。

（ ） 、 、〇６番 荒関富雄君 いわゆるこの渡したＯＡ機械 余り得てでないもので

そういうシステム開発しても、国から予算が当然ついてきてやるので

しょうけれども、それをやっても今の１０月から始まる消費税アップ

に対応した対策で当然来ているのだと思いますけれども、そういった

ときにそれをやりました、でも地方では余り効果がない。よく町長が

言われる費用対効果の流れからいったときに何かしら、当然ひもつき

で来たと言えばなんですけれども、ひもつきで来た金だから、そうい
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うシステム開発をやっていかなければならないのでしょうが、果たし

て今のこのパソコンとかこういうのにかかっている経費、それをうま

く利用しなければ、費用ばかり食って全然効果がないのではないかと

いうふうに私常日ごろ思っていますので、そこいら辺、だからなぜそ

れが２０％しか申し込みがないのか、やっている政策そのものに余り

魅力ないからなのか、そこいら辺をどういうふうに考えているか。

〇野上（祐）委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 今のプレミアム商品券の部分につきましては、まさに

委員おっしゃるとおり消費税の増税に対する国の経済的弱者に対する

対策ということで、少しでも日常の買い物の部分の負担を軽減しよう

ということででき上がった制度でございまして、これが昨年度、平成

３０年度の予算の中に一部組み込まれたのですが、それがそのシステ

ムというのですが、今委員おっしゃっている役場の中の電算化、電子

計算機を使ったやり方、ＯＡ化の部分と若干異なりまして、ワンスポ

ットで対象者を選び出すためだけのシステム、高いか安いかはいろい

ろあるわけですが、それに１６０万かかったということであります。

条件に合致するかしないかを、今住民基本台帳から所得の状況から全

て機械の中におさまっているという状況で、その中からピックアップ

をするのを我々目で見て選ぶというのがなかなか、今全国的にないも

のですから、こういうシステムを入れてスポットでやったということ

であります。

利用者が少ないという話でございますが、担当のほうから話聞きま

、 、したら やはり無料でもらえるプレミアム分だともらうのだけれども

２，０００円出せば５００円もうかるとか、１，０００円出せば１０

０円もうかるとかって、その出さなければいけないという部分がなか

なかしんどかったのかなと。そういう意味でいけば、政策を立案した

。 、ときの霞が関の机の上に誤りがあったのかなと思っております ただ

結果的にはメリットの部分は商品券を買った方が受けられるわけです

から、そこは今説明をちゃんとしながら多くの方に利用いただけるよ

うにしていきたいなと思っております。

また、一般的ないわゆるコンピューターの利活用につきましては私

、 、も日ごろから同じような疑問持っていまして 得意ではあるのですが

疑問を持っています。というのは、今機械処理をやるようになって、
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もともと役場の職員が手作業でやっていたことを忘れてしまっている

のです。課税の仕方にしても、住民基本台帳、住民票上の消したりふ

やしたりする作業についても全部機械に頼っていて、その機械に頼っ

ている部分が本当に今回の改正でこのくらい金かかるのかという部分

を誰も判断できなくなってしまっている、これどこの自治体も同じよ

うな状況のようでございます。

ただ、この部分につきましては総務省中心に地方のＯＡ化というも

のを考えている中で、ＩＴの使い方というものを考えている中で解決

していかなければならない問題だろうと。クラウドの問題も含めて、

どうすれば町民自体の住民地域、住民の負担が少ない中で効率的に行

政ができるのか、そこを考えなければいけない手段、これもまた手段

の一つだと思いますので、きちんとしたコストをかけないで済む手段

があれば、そちらのほうにまた移っていきながらやっていきたいなと

いうふうに思っております。

以上でございます。

〇野上（祐）委員長 それでいいでしょうか。

ほかにございませんでしょうか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、第７款商工費に対する質疑を

終わります。

続いて、第８款土木費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

８番、川山委員。

〇８番（川山光則君） １９３ページの県道三厩小泊線整備促進期成同盟会１

０万円のことですけれども、これ使いましたか。

〇野上（祐）委員長 環境整備課長。

〇環境整備課長（古川幹人君） 県道三厩小泊線整備促進期成同盟会の１０万

円ですけれども、使ったかというと使っていません。今は残っていま

す……済みません。１０万円支払いしてございます。事務局が外ケ浜

になりますので、その内容についてはこちらのほうでは。ただ、両町

でまだ打ち合わせとか中身についてはやっていませんので、支出はし

てございます。済みませんでした。

〇野上（祐）委員長 川山委員。
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〇８番（川山光則君） 多分向こうへはお金やったばって、向こうではやるや

る、向こうのほうでしゃべっているんだ。なかなか進められねんでい

るのだよなという話があったところで、ぜひできれば向こうの議員さ

んたちも、道路の話もあるけれども、いろいろ情報もあるはんで、ま

あやりましょうという声はかかっていますので、もしよければ課長の

ほうから何らかのぜひやってくださればと思っていました。

〇野上（祐）委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） いわゆる増川の道路の話でございますが、県道に格上

げされた道路をもうちょっと立派に拡幅をしてもらったりする、要望

するためにでき上がった協議会なわけであります。

、 、私も昨年どういう道路なのか 小泊側から三厩側まで一通り走って

途中をチェックしながら、沿道にあるミズのおがりぐあいも確認しな

がら走ってきたわけでありますが、昨年も外ケ浜の議長さんのほうか

らもぜひ一度やって、みんなで意見交換しようやという話が出ており

ます。ことしもこの負担金、また予算化もされておるわけでありまし

て、ずっと負担金だけ払って何もやらないというわけにはいきません

ので、一度協議会そのものの役割、それから道路の現状、本当に拡幅

等を求めていく、今後もまたやっていかなければいけないものなのか

どうかも含めて、外ケ浜さんのほうと少しじっくり話をする意味でも

協議会をしっかりやってほしいなと思っております。

以上であります。

〇野上（祐）委員長 ほかに質疑はありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、第８款土木費に対する質疑を

終わります。

続いて、第９款消防費に対する質疑を行います。質疑はありません

か。

１０番委員。

〇１０番（沖崎 勲君） 簡単に。今何だかんだ合併がもめている。金木に旗

立てたりしているし。私も委員長と２人で広域に出ていまして、いろ

んな問題点追求、副管理者の町長も大変な目に遭っておりますけれど

も、何ぼか概要説明願えればと思いますので、お願いします。

〇野上（祐）委員長 町長。
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〇町長（濱舘豊光君） この場は中泊町の町長としてお話をさせていただきま

す。実は先日というか、先月８月９日に一部事務組合のほうの議会が

ありまして、五所川原市議会金木地区選出の議員のほうから消防署統

合の話について話題が上がりまして、最初管理者である市長のほうに

向かっていろいろ聞いていたようなのですが、そのうち角度が今度私

のほうに向いてきまして、中泊にも町長いるのだから、町長って何考

えているのだというふうな言われ方をされまして、その場で発言を許

可されましたので、副管理者として、また中泊の町長として発言をさ

せていただきました。

その中身を申し上げますと、要は金木消防署と中里消防署の統合に

ついて、密室である人とある人の間で決められて、勝手に進められて

きたのではないかと、おかしいのでないかと。現に金木地区の方々は

、 。説明も受けていないし 反対だというふうなお話の趣旨でありました

その場で私が副管理者として、また中泊町長としてお話を申し上げ

ましたのは、亡くなられたわけでありますが、当時平山市長さんのほ

うからさまざまお話をしている中で、最終的に五所川原市と中泊町が

市と町で覚書を交わし、場所を大沢内の地区にしようと決めた経緯が

あると。当然中泊町とすれば、五所川原市が意思決定をして、大沢内

でいいよということで進んできた話であるということをまず申し上げ

た上で、それがおかしいとおっしゃるのであればまず市議会の中で議

論をしていただいて、その市と町の約束を今後どうするのかという部

分の結論を出してほしいということを８月９日の消防議会の席で申し

上げた次第であります。

その後の経緯につきましては、五所川原市議会の中でさまざま議論

されていることは報道では承知しておりますが、今現在、五所川原市

さんのほうから正式に何らかの要請なり結論めいたものがあったかと

言われれば、ない状況であります。

したがいまして、今現在中泊町としては大沢内に金木、中里統合消

防署を建設するのだという合意はいまだに崩れていない、ただそこか

ら先に進むに当たって五所川原市さんのほうでいろいろ議論があって

いるという状況だというふうに私自身は認識をしております。

以上でございます。

〇野上（祐）委員長 １０番委員、いいですか。
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ほかに、皆さん何か。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、第９款消防費に対する質疑を

終わります。

続いて、第１０款教育費に対する質疑を行います。質疑はありませ

んか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、第１０款教育費に対する質疑

を終わります。

続いて、第１１款災害復旧費に対する質疑を行います。質疑はあり

ませんか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、第１１款災害復旧費に対する

質疑を終わります。

続いて、第１２款公債費に対する質疑を行います。質疑はありませ

んか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、第１２款公債費に対する質疑

を終わります。

続いて、第１３款予備費に対する質疑を行います。質疑はありませ

んか。

（ なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 質疑がないようですので、第１３款予備費に対する質疑

を終わります。

これで議案第３２号 平成３０年度中泊町一般会計歳入歳出決算の

認定についての質疑を終わります。

以上で決算特別委員会に付託されました議案第３２号から議案第３

８号までの平成３０年度中泊町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳

入歳出決算及び利益の処分及び決算に対する質疑は全て終了しまし

た。

◎議案第３２号から議案第３８号までの採決

〇野上（祐）委員長 これから採決を行います。
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お諮りします。議案第３２号から議案第３８号までの平成３０年度

中泊町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算及び利益の処

分及び決算は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇野上（祐）委員長 ご異議なしと認めます。

したがって、議案第３２号から議案第３８号までの平成３０年度中

泊町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算及び利益の処分

及び決算は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

去る９月６日、決算特別委員会に付託されました議案を２日間にわ

たり慎重に審査していただきまして、まことにありがとうございまし

た。

◎閉会の宣告

〇野上（祐）委員長 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日の会議をこれで閉じます。

これをもちまして決算特別委員会を閉会します。ありがとうござい

ました。

閉会 午前１１時２７分




